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例えば、デスクトップ OS 市場の場合、Microsoft 社の Windows の市場シェアは約 91%
であり、Apple 社の Mac	OS より遥かに大きい市場シェアを誇っている1が、Apple 社が





                                                   
1 Net Applications によるとデスクトップ OS における Windows 全体の市場シェアは約
91%。そのうち、Windows 7 が 56.11%、Windows 8.1 が 11.15%、Windows XP が 10.59%、
Windows 10 が 9.00%、であり、４製品で約 87%の市場シェアを占めている。一方、Mac OS
全体の市場シェアは、約 7%である。（Net Applications , 2015/12/27 アクセス） 
2 Apple 社の時価総額は、6,023 億円。Microsoft 社の時価総額は、4,447 億円（Bloomberg
ホームページ, 2015/12/27 時点）。 
3 Facebook の月間アクティブユーザー数は、2,100 万人（日本経済新聞, 2013/8/14）。Mixi
の月間アクティブユーザー数は、2011 年 6 月に 1,547 万人を突破した後、減少に転じ、2012


























































例えば VHS を使用する消費者が臨界点を過ぎると VHS を選択する理由が高まるのだが、
レンタルビデオの種類や入手可能性、友人とのテープの交換などの面で、選択される
可能性が高まるため、一人勝ちという現象が生じたと説明している。Frank	and	Cook
（1995）は同様に、IBM の MS-DOS フォーマットの例も需要サイドの例として挙げてい
る。IBM 社の初期の売上における優位性が、ソフトウェア技術者に対し、IBM のソフト
を作成する強いインセンティブを与えた。その結果、豊富なソフトウェアが生まれた
ため、機能面では優れた PC が市場に出た後も、IBM 互換機が選択される有力な理由に


















































グルメ、地図、IT ニュースに分類し、2000 年４月から 2008 年 3 月までのデータを用
いて分析している。例えば、SNS サイトの場合、具体的なサービスとしては、mixi、モ
バゲータウン、GREE、などの 10 サイトから分析しており、2005 年 9 月から mixi が圧
倒的な一人勝ち状態を維持していると説明している。	
	




	 国内の音楽業界の WTA 状況を研究した植田・廣田（2013）は、上述した Frank	and	
Cook(1995)、山本・岡田・小林・太田（2002）、根来・大竹（2010）による一人勝ちの
定義を引き継ぎ、年間売上シングル CD 売上ベスト 10 の占有率から産業の寡占状況を



















































IBM-PC のために OS を提供するという合意がなされた時に誕生した DOS が IBM-PC とと
もに市場のかなりの部分を支配するようになったのであるが、DOS と IBM の成功によっ


















	 この、ネットワーク外部性を WTA 形成の基本的な原理として引き受けた上で、根来・
加藤（1996）は、ソフトウェアでのプラットフォーム間競争における技術的な要因以
外での WTA 形成要因と、技術的な要因以外での	WTA に対する逆転戦略について論じて
いる。具体的には、WTA を形成する非技術要因として、先発優位、収穫逓増・規模効果、
ニッチ市場の規模と独立性、ネットワーク効果、マルチホーミングコスト12を挙げてい











ーを NT サーバーに標準装備したため、1998 年頃には後発の WMP が SMP の顧客を奪った
としている。上位の階層の製品による「包み込み」の例としては、2008 年 9 月よりグ
ーグルが提供している Chrome（ウェブ・ブラウザ）の例を挙げている。Gmail という
ウェブ上のメール閲覧アプリをきっかけに、その下位階層の製品である同じくウェブ
上のアプリであるブラウザの Chrome を普及させ、さらにその下位階層にある Chrome	OS
を普及させるという戦略14をとり、ウェブ閲覧アプリケーションで WTA 状態にあるイン
ターネット・エクスプローラーの顧客基盤を取り崩そうとしていると説明している。











（ブラウザ）、Chrome OS となる。 
 9 
異なるサイドのネットワーク効果の追加による包み込みの例としては、ベンチャー企
業であるクセロ社15によるクセロ PDF の事例を挙げている。PDF の文章閲覧ソフトでは、
Adobe の Adobe	Reader が 100%に近いシェアを持つ状態が続いている。PDF ファイルの







	 二つ目の WTA の形成を遮断する戦略は、プラットフォーム間橋渡し（Platform	
Bridging）というクロスプラットフォーム製品・サービスを投入することで、トップ
シェアのプラットフォームのサイド間ネットワーク効果の効力を抑制する戦略である。
具体的には、コンピューター言語の JAVA の事例を挙げている。JAVA の開発元であるサ
ン・マイクロシステムズは、1990 代後半、UNIX 市場で IBM や HP と同じぐらい大きな
シェアを獲得していた。しかし、コンシューマー市場で大きなシェアを持っていたマ
イクロソフトがエンタープライズ市場でのシェア獲得を目論んでいたことは、サンに










	 四つ目の WTA の形成を遮断する戦略は、プラットフォーム連携(Platform	Alliance)
である。これには、水平連携と越境連携の 2 つのパターンがあるとしている。水平連
携は、同じ機能を持つプラットフォームが連携して、顧客基盤や補完業者基盤を共有
することである。例えば、水平連携の事例として、NEC の PC98 シリーズの事例を挙げ
                                                   
15 クセロ社は、約 10 年間にわたり、PDF ソフトウェア製品の提供をしていたが、2009 年
4 月 24 日付でクセロの事業のほぼすべてをアンテナハウス株式会社に譲渡。 
 10 
ている。1980	年代までは、NEC の PC98 に対応するアプリケーションの種類や周辺機器
の種類が豊富であったため、別のプラットフォー	ムへの移行が起きにくい、サイド間





























図  1	 日本における VHS 方式と Beta 方式のマーケットシェアの推移（伊庭・
竹中・武藤 ,2001）	
	





	 デスクトップ OS 市場においても、Windows に敗れた Apple が、完全に撤退したかと
いうと、全くそうではない。現在においても、Mac	OS の市場シェアは約 7%ほどである
                                                   
16 「パナソニックは 10 日、ＶＨＳ方式の家庭用ビデオレコーダー（録画再生機）の国内向
け生産を昨年末で終了したことを明らかにした。ソフトを持っている人に配慮して少量生
産を続けてきたが、ＤＶＤやブルーレイ・ディスク（ＢＤ）にほぼ切り替わったと判断し
た。かつての同社の稼ぎ頭が、発売から約 35 年で姿を消す」（日本経済新聞, 2012 年 2 月
10 日） 
17 「インターネット経由で視聴できる動画の配信サービスとその利用環境が、ここ 1～2 年
で急速に充実してきた」（日本経済新聞, 2013 年 1 月 18 日） 
18 「民放大手が番組のインターネット配信に本格的に動き出した。スマートフォン（スマ
ホ）や動画サイトの浸透で視聴様式が一変。」（日本経済新聞, 2014 年 12 月 14 日） 
 12 

























































































































































































































	 事例分析においては、グリー、ガンホー、ミクシィの 3 社の事例を検討していく。
分析に用いたデータは、ハーバードビジネススクールによるケーススタディや企業の
ウェブサイト、関連書籍などの二次資料である。	












































SNS サービスである GREE を広告媒体として位置付け、主に広告代理店やメディアレッ
プ19を仲介してインターネット広告を販売していた。広告主のウェブサイトへのリンク


































                                                   































                                                   
21 携帯電話端末によるインターネット等への接続サービスである携帯電話 IP 接続サービ
ス。1999 年 2 月に世界初の携帯電話 IP 接続サービスとして NTT ドコモの i モードが開始


































                                                   






























                                                   
23 「釣り★スタ」は、リリース後、約 2 週間でゲームの開発にかかったコストの回収に成





































                                                   









































所ヘラクレス市場へと上場を果たすことになる。2005 年 11 月には、2004 年 5 月から
資本参加していた家庭用ゲーム開発会社ゲームアーツの株式を追加取得する。そして、
ガンホーがゲーム市場進出への大きなきっかけともなった韓国のグラビティ社を現
物出資による第三者割当増資により株式を取得し、2008 年 4 月に子会社化するなど、
上場後もゲーム領域への関わりを更に強めていく。	




















クワッドバンド GSM 端末であったため、通信方式に GSM を採用していない日本では販
売されることがなかった。二代目の iPhone	3G は UMTS（W-CDMA）の規格で第 3 世代移
                                                   
26 山形裕一郎（2013）「パズドラの破壊力」週刊東洋経済 e ビジネス新書 No.15 
 27 
動通信システム（3G）の通信に対応したこともあり、2008 年 7 月、日本でも発売され
ることになる。その後、2009 年 6 月には iPhone	3GS、2010 年 6 月の iPhone	4、2011
年 10 月の iPhone	4S、2012 年 9 月の iPhone	5、2013 年の iPhone	5S/5C、2014 年 9
月の iPhone	6/6	Plus、と順次性能を充実させつつ、リリースを続けている。	
	 Apple は、日本国内でも発売した iPhone	3G の発売と同時に、iPhone 向けアプリケ
ーションダウンロードサービスである App	Store も開始する。App	Store は、iPhone
用のアプリケーションを入手する公式的なサービスであり、世界中の開発者によって
アプリケーションが登録されている。iPhone 向けの開発者になるためには、Apple	











年 2 月に iOS 端末向けに、パズル RPG「パズル＆ドラゴンズ」のリリースを開始する。
2012 年 2 月にサービスを開始してからしばらくの間は、それほど目立つ存在ではなか
った。しかし、口コミで評判が広まり、2012 年 10 月のテレビ CM 放映以降、累計ダウ
ンロード数は急速に増加していく。2012 年 2 月にタイトルをリリースした後、100 万
ダウンロード達成はタイトルリリース後の 5 ヶ月後の 2012 年 7 月に達成する。その
後、2012 年 10 月には、テレビ CM を開始させる。開始時の累計ダウンロード数は 200
万ダウンロードであったが、その 7ヶ月後の 2013年 5月には累計ダウンロード数が、
1,400 万ダウンロード数を記録し、爆発的な成長を遂げることになる。この数字は、
「スマートフォン所有者の 3 人に 1 人が遊ぶ国民的ゲーム」（東洋経済,2013 年）と言
われるほどであった。この大ヒットは、業績や株価にも大きな影響を与えることにな
                                                   
27 超高速ブロードバンドの利用可能世帯率は、2011 年 3 月末には、約 92.7 であったが、




る。2013 年 5 月に発表した第一四半期決算では、売上高が前年同期比 9.4 倍の 309
億円、営業利益は同 75 倍の 186 億円に急伸する。ラグナロクオンラインを中心とす
るオンラインゲームを事業の主軸としていた時の年間収益規模が売上高 100 億円、営
業利益 15 億円前後であったことからも、会社としてのビジネスモデルが大きく変革
















































































	 Friendster は 2002 年にスタートしてから、最初の数ヶ月でユーザー数が 300 万人
に達していたとはいえ、イーマーキュリーのスタッフは、SNS サービス自体には、半
ば懐疑的なところもあった。しかし、SNS が持つメディアとしての力を活用すること
は、Find	Job!をさらに発展させることにつながると考え、2004 年 2 月に SNS サービ












                                                   



































                                                   
32 平成 19 年 3 月期における当該事業の売上高(3,879,696 千円)に占める広告料収入の比率
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